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～ 明るい未来を拓く プロジェクト ～ 

 

地域活性 「地域おこし人サミット」     磯山友幸座長 

国際交流 「定住外国人政策研究会」     國松孝次座長 

女性活躍 「社会生産性研究会」（仮称）    斉藤 惇座長 

教育改革 「AI 時代におけるリベラルアーツ」 （座長未定） 

 

 

 

第Ⅰ期中期計画 プロジェクト 

2016 年 1 月～2018 年 12 月 

 

 いま日本社会は、直面する過大債務と人類史上経験のない超高齢化に直面し、医療・介

護・年金・労働市場の改革、世代間所得・資産の再分配、財政・税制改革の検討、高齢者

優遇に偏向した社会政治システムなど多くの課題を抱えている。 

 「新たな社会の構築」を通じて、持続可能で明く豊かな未来を創っていくことが求めら 

れる。 

 

１．第Ⅰ期中期計画プロジェクトの前提 

 未来を創る財団は、諸問題を視野に入れ、中長期視点に立って、解決と新しい社会構築

に貢献するため、「明るい未来を拓く workshop」プロジェクトを策定した。 

 

２．「明るい未来を拓く workshop」活動の対象領域 

対象領域選定の基準 

・社会的コンセンサスの下に「継続して取り組み実現すべき課題、テーマ」領域 

・政権や政策に左右されることなく、「国内外で総力をあげて取り組むべき課題」領域 

・成果を上げるまで時間を要し、設立以来掲げてきた「社会の中長期的課題」領域 

・単独では成果があがりにくいが「底流において相互に関連しあう重要課題」領域 

選定した対象領域 上記の選定基準に基づきつぎの 4 領域を選定 

「地域活性」地域社会・地域文化の再構築と新たな展開 

「国際交流」新たな視点による「交流」へとりくむ 

「女性活躍」女性が活躍できる社会の構築へ「社会の生産性改革」にとりくむ 
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「教育改革」グローバル化社会、AI 社会での「自立・決断・責任」教育 

 

３．「明るい未来を拓く workshop」活動の内容 

" workshop A " 「地域活性」 

 日本の将来を左右する重要課題の一つ。行政主導によるアプローチでは限界がある。 

地域の活性化には、何よりも明治以来失われてきた各地域の文化を再興することが不可

欠。地域の特色、魅力、愛着を大切にして、地域文化を再興し、地方・地域を再生する。 

" workshop B "「国際交流」 

 人類は移住定住を繰り返しながら文明を発展させ、今日のような豊かな社会を迎えた。

人の移動は基本的に自由であることが人類本来の姿と考えられる。 

 他国からの人びとを迎え入れることや、異文化との交流による刺激・触発・活性は、新

しい未来を拓く可能性を人びとに与える。 

" workshop C " 「女性活躍」 

 日本の女性が社会で活躍する比率は、国際比較できわめて低い水準にある。 

おもな原因は、労働に対する評価基準の問題と女性に固有の課題である出産に対する社

会的態勢と対応が不十分であること。その背景に職場における長時間労働の問題がある。 

長時間労働の主因は、わが国特有の低い生産性にある。 

問題の抜本解決には、大局的見地に立って、社会を構成するあらゆるセクターを視野に

いれ、「社会全体の生産性の改革」に取りくむ必要がある。 

" workshop D " 「教育改革」 

『いつの時代も、どの国でも、一国が岐路にたつとき、あるいは未来に希望を見出した

いとき、必ず教育の重要性が説かれるものである。』 （遠山敦子氏「ニュースレターFuture 

+」第 4 号） 

日本がいま直面する問題として 

１ これまで日本が経験したことがない少子化、高齢化の到来。 

その時、今の子どもたちは果たして満足できる人生を自ら紡ぎだせるか。 

２ 世界はグローバル化の波に洗われている。これからの人生を生きる子どもたちにグロ

ーバル時代を生き抜く力を身につけるよう教育の力点を置くことが不可欠である。 

３ 日本は膨大な財政赤字、社会保障費の増大という避けがたい難問に直面し、これらを

どう解決していくのか。 

教育には、いかにして困難に立ち向かい創造性やイノベーション力を発揮でき、他者と

協働できる優れた資質をもつ人材を育成していくかが極めて重要な課題となる。 

 日本の教育の質的向上には、大学の改革こそが不可欠である。大学の在り方が変われば、

その下の高等学校教育が変わり、次第にその下の段階の学校に影響が及ぶからである。 

 社会の側においても、将来性ある真に実力を備えた人材の育成のために、理解と支援が

必要である。 

 教育の果たす役割は想像を超えるものがある。教育への投資が巨大な果実を生むことを

忘れてはならない。（同上） 

 

＊教育改革は、究極の日本活性化課題として、鋭意、プログラムを策定中です。 
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「地域活性」プロジェクト  第 1 回 地域おこし人サミット 
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地域おこし人サミット 2018 「プログラム」 
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地域おこし人サミット 2018 「分科会プログラム」 
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「地域おこし人サミット 2018」 

日本全国のキーパーソンが集結！ 

・・・写真ニュース・・・（速報） 

 

「地域おこし人サミット 2018」 

2018 年 6 月 30 日（土）7 月 1 日（日） 

開 会 6/30（土）13:45～13:55 

分科会 6/30（土）14:00～17:30 

      7/ 1（日）10:00～11:30 

本会議 7/ 1（日）13:00～16:00 

会 場 都市センターホテル分科会 

  本会議 JA 共済ビルカンファレンスホール 

主 催 未来を創る財団 

後 援 Wedge 
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分科会セッション 

 

14:00 から第 1 分科会「地域おこ

し人の条件」がスタート。「地域お

こし人」の条件を探る。セッショ

ンリーダー塩川 Wedge 編集長。 

第 2 分科会「良いものを高く売る

仕組み」熊本県菊池の事例で、6 次

産業化、高付加価値など成功パタ

ーンを（下左）。第 3 分科会「自然

循環型の仕組み」八幡平の牧場の

事例を導入に循環型農業（下右）。 

  

30 分のティーブレーク。一気にコミュニケーションが広がる時間 

  

第 4 分科会「共感資本主義」クラウドファンディングなど「共感」を呼び起こして資金を 

集めるファンドレイジングの達人たち（下）
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第 5 分科会「新しい切り口での町おこし」アーティストや意識の高い人たちを集めること

で町おこしを狙うケースを考える城崎アートセンター田口館長。Ｕターンや移住の起爆剤

にもなっている（下左）。第 6 分科会「地域ブランド構築」地域のブランドを担う商品を

どう創っていくか。宮崎の事例（宮田理恵宮崎カテナ社長)を導入に議論（下右）。 

  

18:00 から懇親会がスタート。本サミット「後援」の株式会社ウェッジ社長がご挨拶。

 

8 割方の人たちが顔をそろえて懇親会。明日の分科会と本会議に向けて英気を養う。 

「地方再生のキーワード」取材全撮影を担当した写真家生津氏（右下）、負傷で松葉杖。 
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7 月 1 日（日）10:00、ファイナルの分科会スタート 

 

第 7 分科会「官民協働が生み出す新

しい出会い」民間の力で利害関係の

錯綜する商店街の再開発を成功さ

せた圧倒的実績の高松丸亀町商店

街の事例を導入に、様々な担い手が

連携して新しい価値を生み出して

いる事例を研究。 

分科会 8「コミュニティ再生のアイデア BOX」 (604) 

水力発電を使った地域再生や、公民館活動などコミュニティの再生について議論します。 

分科会 9「魅力発信の場づくり」 (605) 

地域の魅力を発信する「道の駅」の伝道師を導入に、新しい旅やおもてなし等の「場づく

り」を考える。 

  

 

本会議 

午後は会場を JA 共済カンファレンスホールに会場を移し、未来を創る財団國松孝次会長

の挨拶で本会議開始。 
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本会議前半： 

本会議のスタートは、3 市長揃い踏みで「“わがまちの地域おこし戦略”について」 

右から豊岡市中貝市長、菊池市江頭市長、大館市福原市長 

3 市長のプレゼンテーションは満場をうならせ、圧巻だった。 

 

本会議後半： 

「地域おこし人サミット 2018」座長磯山友幸氏から、セッションリーダー各分科会の報

告を求め、順次、参加メンバーがコメントを発表した。 

以下、発表者のスナップ・ショットです。 
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未来を創る財団、石坂芳男代表理事の締めくくりで閉会。ありがとうございました。 
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2018.01.11 

2018.02.20 

2018.02.21 

2018.03.05 

2018.03.12 

2018.03.28 

2018.04.18 

2018.07.02 

2018.08.08 

2018.09.21 

2018.10.02 

2018.10.04 

2018.11.09 

2018.11.21 

2018.12.15 

News 意見交換会フォローアップ「豊岡市」 

News シアトル日米協会シンポジウム 

News シアトルの企業群見学 

News 台湾・地方創生政策推進 

News スイスワインを楽しむ会 

News 米ワシントン州シアトル日米協会ディレクターが来訪 

News ニセコ倶知安にロス・フィンドレー氏を再訪 

「地域おこし人サミット 2018」速報版 

News グローバル愛知 1 周年 

News 豊岡エキシビション 2018 

News 韓国「租税財政研究院」を訪問 

News 韓国釜山からフェリーで対馬へ 

News 「外国人材の受け入れに関する円卓会議」 

News 「外国人材の受け入れに関する諸問題」を講演 

News「やさしい日本語」普及へお願い－西日本新聞社の新企画ご紹介 

16 

17 

19 

21 

23 

24 

25 

(7) 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

 

  

  

 

・・・2019 年 1 月以降・・・ 

2019.01.15 

2019.01.27 

2019.02.22 

2019.03.24 

2019.03.24 

News 百賢アジア研究院 

News 大館市「比内地鶏市」 

未来を創る財団「懇親会」 

News 地域サミット in 菊池 

News ミャンマー日本語学校「ジェイサットアカデミー」を訪門 

33 

34 

35 

36 

37 
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2018.01.11 News 意見交換会フォローアップ「豊岡市」 

 

豊岡市フォローアップ・メモ 2018/01/11～/01/12 

インタビュ：中貝宗治市長 

2018 年 1 月 11 日（木）9:30～ 

場所：都市センターホテル（ロビー） 

インタビュア：石坂・麻植・小田垣氏 

外国人：現在の豊岡市は在住外国人800人

（人口比 1%）。労働力として在住するが、

地域とのつながりがない。日本語を教え

るなど検討中。安価な労働力から過疎地  
域の人不足解消へ移行中。時間の問題だが、受け入れへ心のハードルは下がりつつある。 

市全体の方向性：2017 年に基本計画として「小さな世界都市」構想を決定。 

小さな世界都市の条件： 

１ 古いものを大切にする。 

２ すぐれたアートを発信→城崎国際アー

トセンター：昨年の応募 94 団体 25 カ国 

３ 環境問題を重視 

４ 多様性の受け入れ：活力にもなる。 

専門職大学、「あいうえお」学習支援、小学校

“英語遊び”指導者派遣、平田オリザ氏指導

日本語教育を“演劇から”学ぶその他試み  

インタビュ：2018 年 1 月 12 日（金） 

大交流課小林辰美参事 

 

インドネシア人（技能実

習）に日本語教育（「あい

うえお」学習）豊岡観光イ

ノベーション：（Destination 

Management/Marketing 

Organization）DMO に 5 社

30%出資 

田口幹也アートセンター長 

 

城崎国際アートセンター：

アーティスト・イン・レジデ

ンス応募 94 団体 25 ケ国：

採用 16 団体。アーティスト

が住める街→価値観を認め

合う→若い人が住める街 

国際芸術祭構想も。 

城崎西村や西村総一郎社長 

 

外国人採用： 

年限 1 年（8 人）2017/6/21

～2018/6/20 

年限 1 年（8 人）2018/7～ 

追加：高度人材（管理者） 

日本語学校：域北の連携→

鳥取市 
 

“ テーマ & ネットワーキング ” 11 Jan 18     “ A Brighter Future for the Next Generation ”                                               

        一般財団法人 未来を創る財団                            The Outlook Foundation                                         
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2018.02.20 News シアトル日米協会シンポジウウム 

 

移民について日米とも、対局的立場でそれぞれ課題を抱えている。ともに語り会おう。 

という米ワシントン州日米協会の招聘をうけ、2 月 20 日（火）、ワシントン州立大学大講

堂で開かれたセッションに、未来を創る財団石坂芳男代表理事が参加した。 

 
『Japan Update Series: Immigration and Workforce Diversity 

Contrasting Issues for Japan and the United States』 

在シアトル山田総領事の冒頭挨拶の後、石坂氏は、少子高齢化が日本社会に与える深刻な

影響、課題、展望を”Japan is shrinking, but shrinking smartly”と語った。 

米側は、ワシントン州判事スティーブン・ゴンザレス氏が演壇に立ち、米国移民史History 

of U.S. Immigration Policyをきわめて率直に報告した。 

石坂氏は、政府としての正式な表明がないまま、200万人以上の外国人が居住する現状、

人手不足に対する働き手への需要は日を追うごとに増えている日本の実態を認めつつ、法

律制定にはどこの国でも時間がかかる。その間、さまざまな対応方法を進めていると日本

の実情を説明。ゴンザレス判事は、1776年の独立宣言以来の米国の移民政策について、今

日までとられてきた差別的な移民政策を立法事実から縷々説明した。（全セッション英語） 

 

“ テーマ & ネットワーキング ” 20 Feb 18     “ A Brighter Future for the Next Generation ”                                               

        一般財団法人 未来を創る財団                            The Outlook Foundation                                         
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寒波の到来したこの日、数百人収容の大講堂で、日系人を含む多数の若い世代、シニア世

代市民の参加を得たこのシンポジウム。大半が移民の歴史をファミリーにもつ米国では、

移民Immigrationに対してそれぞれ特別の思いがある。日米の歴史は大きく異なるが、それ

らを背負って今日の社会がある点、相互の共通認識も生まれてくるとの思いを深くした。 

 

・・レセプションにて・・ 

ゴンザレス判事と開会挨拶された山田総領事 石坂氏とファシリテーター クリス・ヘルム氏 

  

石坂代表と山田総領事 ロースクールで研修中の上田弁護士も参加 

  

多様な歴史と背景をもつ人びとが共生 全米トップ住みやすい都市シアトル 

  

 

 

© 2018 The Outlook Foundation, All rights reserved.  
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2018.02.21 News シアトルの有力企業群アマゾン、スターバックスを見学 

 

ワシントン州シアトル日米協会のオールソン明子氏（プログラム&オペレーション ディ

レクター）に案内いただき、在シアトル有力 2 企業を訪問し見学した。 

アマゾン本社見学 

9:50 アマゾン本社ビル受付 

10:00アマゾンと AWSアマゾン・ウェブサービス

両社の概要と企業文化の紹介 

10:45オフィスツアーと Amazon Goストア 

AWS エグゼクティブ・ブリーフィング・センタ

ーの浜中真介さんと AWS 事業開発本部の中村武

由さんにご案内いただいた。 

巨大企業だが、整然とした秩序よりも、社員の創

造性を引き出すことを重視している。社内各所に

フリースペースが用意されている。  

いつでも自由に一人で、あるいは仲間と共用できる。エレベーターの壁はホワイト・ボー

ドになっている。エレベーターの中でも議論しろ、という趣向。 

開店したばかりの AMAZON GO の店舗を見学した。登録した ID カードの保有者となら

複数の人が入店できる。店舗内の商品はそのまま持ち帰り、代金は ID カードに賦課。監

視カメラが人物の特定と商品を記憶しチャージするところがみそ。第二本社構想も公表さ

れ、全米のどこに決まるのか、両本社の関係はどうなるのか、会議はどうするのか、おひ

ざ元でも持ち切りだ。アマゾンは長期経営企業ではない。超長期経営企業だとベゾス氏。 

ジェフリー・ベゾス氏は、宇宙本社とか、まったく違うことを考えているのだろう。 

 

午後はスターバックス本社を訪問 

ご案内いただいたのは、中国アジア太平洋事業開発部

門の Ken Katsumi Barron さん（プロダクト・マネー

ジャ）。母方が日系、日本に在住した期間もながく、パ

ーフェクトな日本語。VIP の通訳経験も豊富とか。見

学で印象的だったことは、社員に対して経営者が、企

業文化を理解し大切にするよう、あらゆる機会をとら

えて、くり返していること。 

全世界のスターバックス店は、たんに飲み物の提供を

するというより「スターバックスで過ごす」という文

化を提供することに価値観をもとめている。 

飲みモノから過ごすコトへ。1971 年創業のこの会社は  

“ テーマ & ネットワーキング ” 21 Feb 18     “ A Brighter Future for the Next Generation ”                                               

        一般財団法人 未来を創る財団                            The Outlook Foundation                                         
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「モノからコトへ」シフトする先駆け企業といえる。企業文化の重視という経営方針が、

この価値観を生みだす源泉になっている興味深い訪問であった。 

 

今回の訪問で気づいた両社の共通点は、いかに社員を大切にしているか、それをさまざま

な方法、形で社員に伝えつづけていること。 

会社がいかに環境を大切にし、それに貢献しているかも同時に大切にし、社員にそれを伝

えている点も共通していた。 

ESG で一歩世界の先をいく企業の一つの注目すべきトレンドとして頷ける。 
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2018.03.05 News 台湾政府の地方創生政策 

 

台湾における少子高齢化問題を取材のため、台湾政府国家発展委員会を訪問した。 

委員会は中央省庁の省にあたる。同委員会「国土区域離島発展処」処長郭翡玉女史が参加

して、意見交換会が始まった。処長は日本の局長にあたる。 

 

日本の現状について、政府は方針を決める。実行するのは各自治体。地域によって実情が

異なるので進捗状況はまちまち。各自治体のうえに都道府県があるので、意思決定に時間

がかかる。未来を創る財団は、地域と中央の意見をつなぐ活動をしている。と説明した。 

 

冒頭、郭処長は、我われは日本の地方創生政策を学習し、

昨年から順次政策実行を進めている。用語もそのまま地方

創生。今日は、地方創生で先輩の日本から訪問を受けて、

いま興奮している。と述べた。 

昨年（民国歴 106 年）4 月に台湾政府の地方創生政策はス

タートした。まだ試行錯誤の段階。順次改善をかさねて、

実効あるものにしていきたい。いずれ、日本でもワークシ

ョップを開くことを検討していると説明があった。 

台湾の施策で興味深いのは、設計士団体の協力を得て、各

地域の設計士から地方創生への提案をしてもらっている。

興味深いチャレンジだ。 
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郭翡玉処長（中央右）を囲んで 

設計士団体の協力による台湾全土 18 市縣の設計コンテスト 
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2018.03.12 News スイスワイン「シャスラ」を楽しむ会 

 

3 月 12 日（月）、恒例のスイスワインを楽しむ会を開催した。 

未来を創る財団の理事監事評議員の懇親会としてスタートしたが、今年からは、若い世代

の人たちとのコミュニケーションを中心とする懇親会に拡大した。 

 

 

未来を創る財団國松会長のあいさつで乾杯。 

シャスラ種はスイスが自慢する白ワイン。スイスワインは 

すべて国内で消費されるので、海外では滅多にお目にかかれないが、スイス政府がこれか

らの輸出品目として育成に力を入れている。会場は 40 名近い若手参加者で賑わった。 

この日のシャスラは、ゴールドメダルに輝いたレマン湖畔のワイン農家によるもの。 

設立 5 周年の今年、未来を創る財団は“未来への投資”を呼

びかけ、みらい『ミレニアム倶楽部』の準備を進めている。 

財団への寄付会費は未来への投資、とする考え方に賛同する

方がたを会員に迎える。 

会員向けイベントとして、つぎのようなプランを企画中。 

・（魅力的な）ゲスト、会員、財団関係者による懇親会 

・（魅力的なテーマとスピーカーによる）懇話会（年 4 回） 

「社会経済懇話会」 

「社会経営懇話会」 

「社会地域懇話会」 

「社会国際懇話会」 

・（第一線の執筆者による）ニュースレターの配信、活動ニ

ュース、その他の情報リリース 
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2018.03.28 News 米ワシントン州シアトル日米協会ディレクターが来訪 

 

先月シアトルで開催のワシントン州日米協会主催シンポジウムをコーディネートされたオ

ールソン明子氏（プログラム&オペレーション ディレクター）氏が、3 月 30 日（水）未

来を創る財団を来訪。石坂代表理事のシアトル訪問への答礼と今後の協力関係を協議。 

 

今回の来日は、9 月に予定されている

Japan America Grassroots Summit 

https://jassw.info/event-2785751「日米

草の根交流サミット」の参加プロモーシ

ョンが目的。このサミットは、米ワシン

トン州日米協会の呼びかけで、各年日米

で交互に開く大会。今年で 28 回目。オ

ールソン氏は 3 月 2 日に来日し、1 カ月

かけて日本各地を巡訪している。 

海を越えて、地域と地域をつなぎネット

ワークを深める試みは、グローバル化時

代のさきがけといえる。地域活性の観点

からも、新たな視点の国際交流としても

興味深い。全米の日米協会のなかでもワ

シントン州の日米協会 https://jassw.info/ 

の活動は群を抜く印象を受けると、米国

勤務が長い石坂代表理事がシアトル訪問

の感想を述べている。 

シアトルには、移住者の他、米国企業で

働く人、研修で滞在している人など、予

想以上に日本人の在住者が多い。 

オールソン氏は、別の企画として、女性活躍テーマもあげた。 

未来を創る財団では、第一次中期計画で、

女性活躍も 4 大テーマの一つとして取りく

んでいるが、長時間労働の根源にある、日

本社会の低生産性の改革からまず着手の予

定と説明。このアプローチに、女性の立場

からオールソン氏も大賛成。同協会の企画

が具体化に向け協力することを約した。  
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2018.04.18 News ニセコ倶知安にロス・フィンドレー氏を再訪 

 

約束なしの訪問に、裏山で作業

していた氏は、快く、作業を切

り上げ、オフィスに戻ってくれ

た。前回訪れてから 2 年近く経

つ。http://u0u0.net/PgfI 

変わらず精悍な風貌、体力を維

持する生粋のアウトドアマンだ

が、しょっちゅう、要請で霞が

関に出かける。いろいろな部署

から声がかかるようだが、基本

的に、よそ者若者の目で再点検

しようという考えと通じるこの 

 

現象を、きちっと分析して社会に還元したらよい。 

ロス・フィンドレー氏が経営する NAC ニセコアドベンチャーセンター。アドベンチャー 

 

パークを開き、通年、

リクリエーションの場

を提供する。 

正面に羊蹄山、背後に

ニセコ・アンヌプリを

臨む絶好のロケーショ

ン。春と秋に訪問が少

ないのが北海道リゾー

ト地に共通する悩みと

いう。外国人受け入れ

に向けて、観光学を教

える大学とか、タウン 

プランニングの教科の必要性を指摘する。訪日外国人の誘致には、インタナショナル・マ

ーケティングが必要という。 

氏は、シドニーではスポーツ学を学んで卒業したというが、冷静な状況判断と的確な問題

認識は、なにから学べばよいのだろうか。 

ニセコ、倶知安には、世界を見てきたレベルの高い見識をもつ外国人が好んで居住してい

ると話してくれた。不動産の爆買いを憂慮する声もある一方、外国人というくくりで十羽

ひと絡げはできない。次回は、高い見識の外国人たちとの対話の機会を狙いたい。 
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2018.08.08 News グローバル愛知 1 周年 

 

グローバル愛知が社団法人を設立して丁度 1 年、設立 1 周年記念のイベントが開かれた。 

特別講演は、外国人雇用の諸手続きのオーソリティ名古屋国際綜合事務所田澤行政書士。 

外国人の在留資格に関する知識なくして、適法な在留資格は得られない。見逃されがちだ

が、関係者は必須条件を熟知する必要がある。本気度を感じさせる的確なテーマ。 

 

挨拶に立つグローバル愛知生みの親、長崎代表理事 

 

設立 1 年、この間のグローバル愛知の活動ぶりには目を見はるものがある。留学生の就職

支援団体として、純粋の NPO 活動で会員企業 50 社突破、登録留学生数は 300 人を超え 

 

る。かたわら、留学生が就職する際に必要なマナ

ーと日本語教室を開いている留学生の守護神のよ

うな団体だ。自身も留学生を経験した事務局長の

エリオット・コンティ氏は、大阪市立大学大学院

修士課程修了の社会学学者。米国オハイオ州出身

生粋の米国人が流ちょうな日本語で司会する。 

留学生にはもちろん英語でも丁寧に対応する。 

外国人に日本語を教えるのが趣味で入社したという岩田氏と事務局を支える。 

わが国が、外国人の受け入れを正常化する日も遠くないと信ずる。 
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2018.09.21 豊岡エキシビション 2018 

 

東京・渋谷トランクホテルで豊岡市主催の第 10 回豊岡エキシビションが開かれた。 

地域と都会を結びつける地域おこし活動の試みとして注目される。 

 

 

「大交流」はトレードマークだ。 

地域おこしで次世代を担う一人、城崎温泉西村屋社長西村総一郎氏（全旅連青年部部長）

右と、未来を創る財団地域活性プロジェクト「地域おこし人サミット」座長磯山友幸氏

（ジャーナリスト）左とは旧知、いわば地域おこしの戦友。 

 

  

毎回数百人が来場、会場は常に人であふれ返る。超多忙の中貝市長と記念撮影に成功。 
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2018.10.02 News 韓国「租税財政研究院」を訪問 

 

ウォン・ジョンハク（元鍾鶴）財政事業評価センター（KIPF）所長を訪問。 

KIPF は大統領直属の研究機関で、政府予算の一定部分を第三者機関として査定する。 

  

韓国の政府機関は昨年、ソウルから田んぼの真ん中のようなオソン（Osong,五松）駅近

郊の地域へ原則として移転した。ソウルから韓国新幹線 ktx で 50 分かかる。 

元鍾鶴氏は、未来を創る財団の設立以来の評議員。

延世大学経済学科同修士課程卒業後、一橋大学大学

院経済研究科博士課程を卒業、在日中に経済学博士

を取得。韓国帰国後、延世大学東西問題研究所研究

教授を経て、韓国租税財政研究院に奉職された日本

通の経済学者である。 

KIPF の査定を受けて、財務省企画財政部が事業予

算の見直しを行う。韓国でも、国会を中心に歳出拡

大の要請は強いものの、政策評価による成果管理を

厳しく行ってきたことで、無理な予算拡大に歯止め  

がかかったとされる。査定結果も予算修正もすべて情報は公開されるので、政治圧力の影

響は限定的。韓国では次世代に過大な負担を強いることには、世論がことに厳しい。 

 

財務省に経済学者の金教授を表敬訪問した。

同教授は 5 年の任期で大学教授から財務省に

出向中。任期が終了すれば研究活動に復職す

る。昨年、公会計の日韓比較研究で訪日さ

れ、日本公認会計士協会の幹部と意見交換し

た。韓国では財政内容は基本的に公開されて

おり、公会計の重要な役割とされている。数

年前、軍事に関する人件費の増大が将来の財

政を圧迫するとして国論を揺るがした。 
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2018.10.04 News 韓国釜山からフェリーで対馬へ 

 

韓国第 2 の都市釜山から高速フェリーで対馬へ。フェリー1 時間 10 分～30 分。 

江戸時代は朝鮮通信使がこの海路を渡った。通信使は、鎖国政策を敷いた徳川幕府が、秀 

 

吉による文禄・慶長の役の後断絶してい

た李氏朝鮮との国交回復のため、朝鮮側

に通信使の派遣再開を打診し、家康、秀

忠と朝鮮通信使の会見が実現した。中

国、朝鮮、満州族など、当時の国際情勢

が相互にあった。取り持ったのは対馬

藩。将軍の代がわりには通信使の派遣を

要請し、両国は友好を維持した。 

通信使はまず対馬に入港。その後、瀬戸内海を経て、淀川から陸上の行程をとった。淀か 

ら江戸まで 18 日間。通信使の大行列は一大イ

ベントで大人気を博した。全行程往復には 8 ヶ

月から 10 ヶ月を要した由。 

午前の便のフェリーは数十分ごとに発着す

る。乗客の 99%は韓国からの来航者。一時期

と異なり、大半は物品の買い付けより観光客。 

写真右が対馬、比田勝港のフェリーターミナ

ル。出入国管理もここで行われる。 

大半のフェリーはこの上対馬の比田勝港を発

着する。比田勝と空港のある厳原は 1日 4往  

復の路線バスで 2時間半。韓国の観光客の多くは、用意された観光バスで厳原へ向かう。 

 

フェリーターミナルの向かいにあるカフェに

は、観光客に好まれる土産物がならべてあっ

た。数年前まで静かな過疎地だった比田勝。

来日ブームに否も応もなく、問われるままに

飲み物をおき、土産物をそろえた。と土地柄

を感じさせる穏やかな女性店主さん。 

江戸時代、数少ない海外との窓口だった対馬

は、ふたたび友好の懸け橋として登場した。 

対馬だけでなく、もっとも近い友人として、民間レベルで幅ひろく、グローバル時代の相

互交流、友好を紡いでいきたい。 
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2018.11.09 News「外国人材の受け入れに関する円卓会議」 

 

11 月 9 日（金）、メディアに公開で公益財団法人日本国際交流センターによる第一回

「外国人材の受入れに関する円卓会議」が、衆議院第一議員会館第 6 会議室で開かれた。 

 
共同座長：大河原昭夫（公財）日本国際交流センター理事長 

國松孝次（一財）未来を創る財団会長 

事務局長：毛受敏浩日本国際交流センター執行理事 

第一部： 

・中川正春 衆議院議員 「日本語教育推進基本法案」について 

・小川賢太郎 国民生活産業・消費者団体連合会会長 近日中に発表予定の提言について   

・三木谷浩史 新経済連盟代表理事「外国人受け入れによる多様性のある社会の実現と、 

イノベーション促進」に関する政策提言について 

・市川正司 日本弁護士連合会 「新しい外国人労働者受入れ制度を確立し、外国にルー

ツを持つ人々と共生する社会を構築することを求める宣言」について 

第二部： 

・佐々木聖子 法務省官房審議官 政府の新政策の検討状況について 

国会で審議中の新政策案について、佐々木審議官から縷々解説があった。 

働き手不足による受け入れ政策という法案の冒頭趣旨について、それぞれの立場から、各

種の異論が出された。客観的には、180 度転換した新方針は歓迎以外にない。 

第一部で注目すべきは、中川正春から説明のあった「日本語教育推進基本法案」の超党派

の議員立法案。 

現在審議中の出入国管理法改正案は第一弾で、これを拡充しつつ、第二弾として日本語教

育推進基本法案が出れば、現在の不自由な受け入れ制度は、実質的には相当程度、移民先

進国に近いものになると思われる。 

最終的には外国人基本法制定に向けた提言を目指すとして討議終了。 
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2018.11.21 News「外国人材の受け入れに関する諸問題」 

 

未来を創る財団國松孝次会長は、11 月 19 日、20 日の両日、神戸新聞社の招聘で兵庫県

丹波、但嗚地方を歴訪 、「外国人材の受け入れに関する諸問題」について講演した。 

19 日、丹波市柏原町では、労働力を確保し生産「生を維持するためには、外国人の受け入

れを広げざるを得ない。社会の安定性を保ちながら受け入れを拡大していく仕組みづく

りに知恵を絞ることが望まれると語った。 

国会で審議中の入国管理法改正にふれ、既に日本で暮らす外国人は 2％いる。廃案になれ

ば、現在の野放図状態がさらに続く。まずは器を作ることの意義を考え、外国人を適切

に受け入れるため、法案の中身に知恵を絞ってほしいと述べた。 

2018年 11 月 19 日 丹波同友会  2018 年 11 月 20 日 神戸新聞但馬懇話会 

20 日の豊岡市では、日本には外国人の受け入れに関する理念や政策がない現状、 1999 

年から大使を務めたスイスでは人口の 25％を占める外国人が産業を支える、と紹介。 

多文化共生の観点だけでなく 、社会の安全安心を保つためにも 、外国人を受け入れる

しつかりした仕組みづくりが不可欠と語った。 

技能実習生、留学生らにもふれ 、人材がほしいのは日本だけではない 。処遇がしつか

りしていなければ、来てくれなくなる。定住外国人を受け入れる理念を明らかにし、国

の責任で日本語教育などにも取り組みすべきだと述べた。 
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2018.12.15  News「やさしい日本語」普及へお願い－西日本新聞社の新企画ご紹介 

 

昨年、新 移民時代「フクオカ円卓会議」を当財団と共同で主催した西日本新聞社

が、新 移民時代に向けた「みんなでつくる 『やさしい西日本新聞 』」を始めました。 

つぎの URL を開くと、web 版日本語ニュースが出てきます。

https://www.nishinippon.co.jp/feature/new_immigration_age/article/4717

82/  または https://goo.gl/aUfQKS 

この「日本語ニュース」を 500 字以内で「日本語」→「やさしい日本語」翻訳しま 

す。西日本新聞社ではこの翻訳作業のボランティアを募集しています。 

応募要件のかわりに、翻訳作業した方が、投稿 Box に投げこむだけで、作業完了で 

す。同社で内容確認後に公開します。やさしい日本語文例は、投稿 Box のつぎに出て

います。 

西日本新聞社「新 移民時代」取材班 

このたび新たに「新 移民時代」の特設ページ 

https://www.nishinippon.co.jp/special/new_immigration_age/ 

に掲載するすべての記事の下に「翻訳欄」（500 字以内）を設けました。みなさまに、自由

に要約した翻訳文をご投稿いただく仕組みです。誹謗中傷など不適切な表現がないか確

認した上で、順次ウェブ上に公開いたします。事前登録は不要で、投稿者のお名前はニ

ックネー ムでも構いません。 

翻訳の成果は、「やさしい日本語」の研究 AI システムの精度向上にも役立てさせていただ

くほか、「やさしい日本語」西日本新聞専用アプリなどにも活用し、日本語が苦手な方々に届けて

まいります。外国人に優しい社会は、他者に寛容な社会につがると信じております。幅

広い皆さまにご協力をいただければ幸いです。何とぞ、よろしくお願いたします。 

【お問合せ先 】「新 移民時代」取材班 電話 ：092 （711711 ）5224 （担当：坂本、福間） メ

ール：imin@nishinipponimin@nishinippon-np.jp.np 
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2019.01.15 News 百賢アジア研究院「AFLSP 奨学生懇親会兼新年会 2019」 

 

百賢亜洲研究院（香港）は、百賢教育基金（香港）の出資により設立され、奨学金及びそ

の他関連する教育プログラムを運営している教育基金。 

 

創設者、香港出身のロナルド・チャオ氏（名誉理事長）は 1958 年日本に留学し、東京大

学工学部に入学した。学生時代、NPO の企画する学生交流のプログラムに参加した経験

が生涯の財産になったと私財を投じて「アジア次世代指導者奨学金プログラム」The 

Asian Future Leaders Scholarship Program（AFLSP）を創設。同時に東京で日本百賢

アジア研究院を設立し、次世代のアジアの指導者育成のビジョンで活動を進めている。 

日本百賢アジア研究院では、今秋で 5 年目を迎える

「アジア次世代指導者奨学金プログラム AFLSP」

で、今年も日本の大学に在籍する奨学生および日本で

活躍している卒業生を招き「AFLSP 奨学生懇親会兼

新年会 2019」を開催。当日は、百賢亜州研究院ロナ・

チャオ CEO が香港から来日。奨学生のネットワーク

の構築支援を支えることは重要なミッションの一つで

あるとして、日中の若者の交流・友情・理解、アジア

の指導者育成を促進したいと述べた。 

AFLSP では、毎年 100 名ほど、アジアの次世代の指導

者となることが期待される高い能力と向上心を持つ学

生・研究者を選抜し、12～24 ヶ月の奨学金を支給する  

プログラムを実施している。http://baixianjapan.com/未来を創る財団では 2017 年 1 月、香港

にロナルド・チャオ氏を訪ね、今後の交流を約した。関連掲載記事：2017.1.12「日中アジ

ア、学生交流・奨学基金に私財 －香港の篤志実業家曹基鏞氏を訪問」https://bit.ly/3czEMDw 
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2019.01.27 News 大館市「比内地鶏市」比内グラウンド 

 

1月 26日（土）～27日（日）大館市恒例の比内地鶏市に、地域おこし人サミット実行委員

として参加した。 

会場中央に造られた神殿では、メイン行事である比内鶏の供養とともに全ての食鳥の霊に

感謝する「感謝祭」、神楽の奉納などが行われる。特産の曲げわっぱで作られた曲げわっぱ

太鼓も恒例の催し。大館が故郷の秋田犬は会場の人気者。 

  

「比内鶏」は、1942 年に指定を受けた国の天然記念物。生育もむずかしいが、天然記念物

だから食することはできない。「比内地鶏」は、雌のロードアイランドレッドと掛け合わせ

た一代雑種で「比内鶏」とは異なる。 

  

雪のちらつく会場の広場は、市民総出で祭りが盛りあがる。会場の一角、比内体育館内の

模擬店は長打の列。今回は、来年にも企画中の地域サミットの取材を兼ねた見学。 
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2019.02.22 News 未来を創る財団「懇親会」 

 

財団恒例の理事、監事、評議員、ミレニアム倶楽部会員および財団活動へ支持、支援くだ

さる方がたとの「懇親会」を開催した。 

日時：2019 年 2 月 22 日（金）18:30～ 

場所：霞が関「シーボニアメンズクラブ」 

当日は、國松会長、武田理事、河合理事、石坂代表理事、藤沼監事、佐藤監事、浜村評議

員、麻植事務局長の他、下記プロジェクトの座長も一同に会した。 

プロジェクト座長： 

定住外国人政策研究会・國松孝次座長（財団会長）、地域おこし人サミット・磯山友幸座

長（ジャーナリスト）、社会生産性研究会・斉藤惇座長（プロ野球コミッショナー） 

 

当懇親会恒例のスイス・白ワイン「シャスラ」、乾杯の音頭は元スイス大使國松会長。 

今年準備したのは、昨年秋のシャスラ

種全スイス・コンテストで 3 度目のゴ

ールド・メダル受賞のワイン農家

Domain Du Moulin から取りよせた。 

皆で乾杯したいと祝意を述べると、日

本出身のご夫人から、夫が喜んでい

て、乾杯用に半ダース、皆さまにプレ

ゼントするとメッセージをいただい

た。21:30、丸の内で経営塾 EAT を率  

いる岡村進理事が、社会人塾生 10 人とともに参会。後半戦は、さらに盛りあがり、若手

社会人からは、財団活動への期待と同時に、多くのヒントをいただいた。 
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2019.03.24 News 地域サミット in 菊池 

 

「地域おこし人サミット 2018」につづき、今年も 6 月 29 日、30 日の両日「地域おこし

人サミット 2019」(後援 Wedge)を開催する。 

これに先立ちサミット実行委員会では、未

来を創る財団と熊本県菊池市とで、地域で

開く「地域サミット in 菊池」を共同開催

した。日本各地からの地域おこしキーパー

ソン 15 人が参加したラウンドテーブルに

加えて、地域の市民、生産者、事業者が参

加し約 50 人の市民参加地域サミットで

は、菊池における地域おこしのさまざまな

事例、他地域のキーパーソンによる成功例  

や提案が交換、共有された。日ごろ、地域おこしに接していない一般の市民からも活発な

意見が出され、今後の地域おこし活動がさらに加速することと期待される。 

 

地域サミット終了後、参加市民を交えて記念写真（撮影：写真家生津勝隆氏）  

地域サミットに先立つ前夜のバーベキュー懇親会では、多くの市民、事業者、生産者にも

参加いただき、地域おこしを共有、翌日のサミット効果を高めた。 

   

初日農家レストランで顔合わせ 震災から復活、名勝菊池渓谷 市長：街にはグルメも必要 

農家レストラン、菊池渓谷、酒造美少年、廃校利用施設、市自慢の新図書館、サミット、

グルメランチ後、コッコファームを視察、6 月のサミット再会を期し、熊本空港で解散。 
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2019.03.12 News ミャンマー日本語学校「ジェイサットアカデミー」を訪問 

 

ヤンゴンの日本語学校「ジェイサットアカデミー」を視察訪問した。 

同アカデミー代表西垣充氏からミャ

ンマーの現状、学校の経営方針につ

き、説明を受ける。西垣氏からは 2

月に当財団ニュースレターみらい 19

号に「毎月 2 万人以上が海外に流出 

－ いま、ミャンマーは」の寄稿をい

ただいている。http://ur0.biz/QpkX 

右の写真は卒業生の就職内定リス

ト。入学には、入学希望後 7 度にわ

たる面接が要る。合格率 5%の難関。  

すべてのミャンマー人がいい人とは限らないので面接選考は重要、と西垣氏。 

職場でも「日本人ははっきり言うより、あいまいな言い方を好む」と事前教育する。 

 

（教室には日本全土の地

図。日常や赴任地で戸惑

うことのないよう配慮が

されている。） 

 

 

（訪問記念撮影） 

ミャンマーは長年の

軍政から民政に移行

中。産業の育成は途

上にある。高学歴者

は海外で就職する機

会が多くなっている

が、単に稼ぐためで

なく、日本企業を選

ぶ人たちは、将来の

国造りに貢献する志

をもっている可能性

が高い。親日国ミャ

ンマーで高い志をも

って日本語と日本文

化の教育に取り組む 

西垣氏に心より声援を送りたい。 

女性は 30 歳前後で、また男性も多くの人は、いつか帰国して、ミャンマーの産業に役立

ちたいと考えている。 
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地域おこし人サミット 2018 

2018.06.30-07.01 
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地域おこし人サミット 2018「主な参加者」 
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 貸借対照表 

令和 1 年 12 月 31 日現在 

        (単位：円）  

科   目   当年度     前年度     増減   

Ⅰ 資産の部                

 １．流動資産                

      現金預金   3,440,718     4,102,191     △ 661,473   

    流動資産合計   3,440,718     4,102,191     △ 661,473   

 ２．固定資産                

  (1)基本財産                

          現金預金   7,000,000     7,000,000     0   

    基本財産合計   7,000,000     7,000,000     0   

  (2)その他固定資産                

            敷金   168,480     168,480     0   

    その他固定資産合計   168,480     168,480     0   

    固定資産合計   7,168,480     7,168,480     0   

    資産合計   10,609,198     11,270,671     △ 661,473   

Ⅱ 負債の部                

 １．流動負債                

    流動負債合計   0     0     0   

 ２．固定負債                

    固定負債合計   0     0     0   

    負債合計   0     0     0   

Ⅲ 正味財産の部                

 １．指定正味財産                

    指定正味財産合計   0     0     0   

 2．一般正味財産   10,609,198     11,270,671     △ 661,473   

（うち基本財産への充当額） ( 7,000,000 ) ( 7,000,000 ) ( 0 ) 

（うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) 

    正味財産合計   10,609,198     11,270,671     △ 661,473   

   負債及び正味財産合計   10,609,198     11,270,671     △ 661,473   
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正味財産増減計算書 

平成 31 年 1 月 1 日から令和 1 年 12 月 31 日まで 

        (単位：円）  

科   目   当年度     前年度     増減   

Ⅰ 一般正味財産増減の部                

 1.経常増減の部                

  (1)経常収益                

  受取寄付金 ( 5,886,516 ) ( 9,746,490 ) ( △ 3,859,974 ) 

    受取寄付金   5,886,516     9,746,490     △ 3,859,974   

  受取利息 ( 555 ) ( 76 ) ( 479 ) 

        預金利息    555      76      479   

  その他収入 ( 31,360 ) ( 0 ) ( 31,360 ) 

        雑収入    31,360      0      31,360   

  経常収益計    5,918,431      9,746,566     △ 3,828,135   

  (2)経常費用                

  事業費 ( 5,829,459 ) ( 7,726,386 ) ( △ 1,896,927 ) 

   情報発信・提供費   (706,793)     (1,012,460)     △ 305,667   

     原稿料   154,000     111,370        

     翻訳料   0     576,965        

      印刷費    38,670     121,776        

      ホームページ費   514,123     97,459        

     郵送料   0     104,890        

   研究活動費   (160,700)     (22,304)     138,396   

     旅費交通費   160,700     22,304        

   コンファレンス開催費   (3,549,114)     (4,724,006)     △ 1,174,892   

     会場費   1,623,158     2,027,896        

     会議費   0     913,750        

     印刷費    569,527     405,600        

     旅費交通費   1,356,429     1,076,760        

     支払手数料   0     300,000        

   公益活動等支援事業費   (1,412,852)     (1,967,616)     △ 554,764   

     給料手当   630,000     1,260,000        

     賃借料   782,852     707,616        
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  管理費 ( 750,445 ) ( 1,412,368 ) ( △ 661,923 ) 

     給料手当   242,436     540,000     △ 297,564   

     租税公課   70,000     160,964     △ 90,964   

     旅費交通費   24,540     0     24,540   

     賃借料   335,508     303,264     32,244   

     支払手数料   20,948     22,896     △ 1,948   

     水道光熱費   27,889     7,644     20,245   

     支払報酬   29,124     361,800     △ 332,676   

     雑費   0     15,800     △ 15,800   

    経常費用計   6,579,904     9,138,754     △ 2,558,850   

   当期経常増減額   △ 661,473      607,812     △ 1,269,285   

 2.経常外増減の部                

  (1)経常外収益                   

  経常外収益計   0     0     0   

  (2)経常外費用                

  経常外費用計   0     0     0   

   経常外損益額                   

   当期一般正味財産増減額   △ 661,473     607,812     △ 1,269,285   

   一般正味財産期首残高   11,270,671     10,662,859     607,812   

   一般正味財産期末残高   10,609,198     11,270,671     △ 661,473   

Ⅱ 指定正味財産増減の部                

   当期指定正味財産増減額   0     0     0   

   指定正味財産期首残高   0     0     0   

   指定正味財産期末残高   0     0     0   

Ⅱ 正味財産期末残高   
 

10,609,198 
     11,270,671     △ 661,473   
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～ 明るいみらいへの投資 ～

 

みらい 『ミレニアム倶楽部』 

近い将来予想される急激な労働人口の減少。肥大化する一方の社会保障費と世代間格

差の拡大。進展しない規制改革、長時間労働の主因とされる非効率な社会生産性。 

他方、急速な技術発展を遂げつつある中国・インドほかアジア諸国をはじめとする新

興国。IT・デジタル化を加速させる欧米諸国。 

未来を創る財団は、次世代が直面するこれらの課題を共有し、ブレークスルーしたい

と考え、2013 年に設立しました。 

社会の生産性を劇的に改善し、グローバル競争を勝ち残る路を模索し、21 世紀をけ 

ん引する『未来の構想と行動』を推進します。 

社会が困難な壁に立ち向かう今、日本のよさと潜在能力によって、社会の平和な変革

による『明るい未来』づくりへの投資として、みらい『ミレニアム倶楽部』に賛同され

るメンバーを募ります。 

 

みらい『ミレニアム倶楽部』年会費 

 

個人会員：10万円（年）  準会員：3 万円（年）* 30 歳未満の方 

法人会員：100 万円（年） 

【口座：三菱東京 UFJ 銀行青山通支店 普通預金 0214497 未来を創る財団】 

＊ その他特別賛助寄付金：特定のテーマ・プロジェクトにご賛同の賛助寄付金 

未来を創る財団は政治、宗教その他に対し一切関与、代表しない独立した第三者機関です。 

 

“会員をご招待する”みらい『ミレニアム倶楽部』イベント 

（魅力的な）ゲスト、会員、財団関係者を交えた懇親会 

（魅力的なテーマとスピーカーによる）懇話会 

・社会経済懇話会 

・社会経営懇話会 

・社会地域懇話会 

・社会国際懇話会 

（第一線の執筆者による）ニュースレターの配信、活動ニュース、情報リリース他 
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みらい『ミレニアム倶楽部』 規約 

 

第１条 本会はみらい『ミレニアム倶楽部』（以下本会という）と称する。 

第２条 本会は、一般財団法人未来を創る財団（以下財団という）の活動を共有する 

目的で設置する。 

第３条 本会は財団内に事務局をおく。 

第４条 本会の代表者は財団の代表者が兼務する。 

第５条 本会につぎの会員をおく。 

  １ 個人会員 

 ２ 個人準会員（35歳以下の方） 

  ３ 法人会員 

第６条 本会の趣旨に賛同する個人（または法人）は、本申込書に氏名および住所

（または法人名、代表者名および所在地）を記載のうえ、財団あて提出する。 

第７条 会員は、つぎの年会費を財団の指定口座に振込む。 

  １ 個人会員  10万円（暦年） 

  ２ 個人準会員（35歳以下の方） 3万円（暦年） 

  ３ 法人会員 100万円（暦年） 

第８条 会員はいつにても、入会の取消しまたは退会することができる。 

第９条 年会費の振込み以前に退会した会員は、その年度の会費の負担を要しない。 

第１０条 本規約の成立および変更は財団の理事会の議決によって行う。 

 

口座：三菱東京 UFJ 銀行青山通支店 普通預金 0214497 一般財団法人 未来を創る財団 

 

みらい『ミレニアム倶楽部』 入会申込書 

 

一般財団法人 未来を創る財団 殿 

 

 私（または当法人）は、貴財団の「未来を創る財団賛助会」に賛成し、個人会員（また 

は法人会員）として入会を申込みます。 

 （会員は「未来を創る財団賛助会」の規約により、各年会費の払込みまで、いつでも入 

会取消しまたは退会することができます。） 

 

西暦  年 月 日 

住所（または所在地） 

氏名（または法人名および代表者名） 

 

＊お申込みは Fax03-5489-0506 または 

・メール abrighterfuture@theoutlook-foundation.org にてお願い申しあげます。 

 

mailto:abrighterfuture@theoutlook-foundation.org
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一般財団法人 未来を創る財団（概要） 

事業目的 
「新たな日本」構築にむけた人としくみづくりを通じて”次世

代に明るい未来をおくる” 

事業内容 社会活動事業の交流、社会活性化に向けた諸研究提言他 

設  立 2013年 8月 21日 

主たる事務所 東京都渋谷区恵比寿南 1-7-8 

会長 國松孝次  代表理事 石坂芳男  事務局長 麻植 茂（理事） 

お問い合わせ abrighterfuture@theoutlook-foundation.org 

連絡先 麻植 茂（事務局長）090-3330-3584 

 

現代をブレークスルーする諸課題への建設的意見を発信、議論を発展させ、超高齢化社会

での発展をめざした提言を行います。メッセージの交信を大切にします。  

 

会長 國松 孝次 特定非営利活動法人救急ヘリ病院ネットワーク 会長 

評議員 伊藤 博士 公益財団法人トヨタ財団前常務理事 

 元 鍾 鶴 韓国租税財政研究院研究委員、経済学博士 

 マイケル・カワチ 米弁護士、カリスキャピタル代表 

 榊原 圭子 東洋大学社会学部社会心理学科講師、博士（保健学） 

 西川 広親 独立行政法人勤労者退職金共済機構理事 

 浜村 浩幸 太陽グラントソントン税理士法人代表社員 

理事 石坂 芳男 代表理事、トヨタ自動車株式会社顧問、同社元副社長 

 麻植  茂 事務局長、元公認会計士 

 石黒 美幸 弁護士、長島・大野・常松法律事務所 

 岡村  進 株式会社人財アジア代表取締役 

 河合江理子 京都大学大学院総合生存学館教授、BIS、OECD勤務後現職 

 武田 真彦 一橋大学国際公共政策大学院教授、元日銀、元 IMF 

 毛受 敏浩 公益財団法人日本国際交流センター執行理事 

監事 佐藤 明夫 弁護士、佐藤総合法律事務所代表 

 藤沼 亜起 公認会計士、元国際会計士連盟（ＩＦＡＣ）会長 

アドバ

イザー 

鈴木 崇弘 城西国際大学大学院 

国際アドミニストレーション研究科客教授 

 

みらい『ミレニアム倶楽部』 年会費 

 

個人会員：10 万円（年）準会員 *：3 万円（年） * 30 歳以下の会員 

法人会員：100 万円（年） 

振込み口座：三菱東京 UFJ 銀行青山通支店（普）0214497 （一財）未来を創る財団  

http://www.theoutlook-foundation.org/admin/wp-content/uploads/2014/04/99d0a62d33af0fc461a639bf200cf494.pdf
http://www.theoutlook-foundation.org/admin/wp-content/uploads/2014/04/14115b7ac1cea5e730d99efa077399fd.pdf
http://www.theoutlook-foundation.org/admin/wp-content/uploads/2014/04/cde42ab2f5d41db807c25d81d42af7f3.pdf
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一般財団法人 未来を創る財団 

 

 
 

事業目的 
「新たな日本」構築にむけた人としくみづくりを通じて”次

世代に明るい未来をおくる” 

事業内容 社会活動事業の交流、社会活性化に向けた諸研究提言他 

主たる事務所 東京都渋谷区恵比寿南 1-7-8 

お問い合わせ abrighterfuture@theoutlook-foundation.org  

ホームページ http://www.theoutlook-foundation.org/ 

「未来への投資報

告」発行責任者 
麻植 茂（事務局長）090-3330-3584 

 

 

 

当財団は政治、宗教その他に対し一切関与、代表しない独立した第三者機関です。 

 

© 2018 The Outlook Foundation, All rights reserved. 

 

mailto:abrighterfuture@theoutlook-foundation.org
http://www.theoutlook-foundation.org/

